
高浜発電所１号機　原子炉補助建屋(管理区域)での水漏れの原因と対策
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調査結果

【作業責任者Ｂ】
近設弁（ブロー弁・ベント弁）を開放し、当該フランジの取り外しを指示

①

【発電室】
・隔離復旧に伴い弁開放
（余熱除去クーラ内の圧力により、系統内の水が当該フラ
ンジ部へ押し流され、約９０リットルの水が漏えい）

【発電室】
・隔離復旧を進め弁開放
（余熱除去ポンプ入口ラインの圧力により、系統内の水が当該フランジ部へ
　押し流され、約280リットルの水が漏えい)

[系統内圧力]

：　燃料取替用水タンクの水頭圧がかかった範囲

：　耐圧漏えい試験時　約２．１MPa 　→  終了後　　０MPa

：　耐圧漏えい試験時 約６．２MPa  　→　終了後　約０．２MPa
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